
地
券
地
引
絵
図
・
地
租
改
正
地
引
絵
図
・
地
籍
編
成
地
籍
地
図
・
地
押
調
査
更
正
地

図
の
4
種
類
か
ら
な
る
地
籍
図
が
作
成
さ
れ
て
い
る
〔
佐
藤
甚
次
郎
『
明
治
期
作
成
の

地
籍
図
』
古
今
書
院
、
一
九
八
六
年
〕。

　
壬
申
地
券
地
引
絵
図
（
壬
申
絵
図
と
す
る
）
は
、
明
治
五
年
の
壬
申
地
券
交
付
に

と
も
な
う
も
の
で
、
現
在
の
新
潟
県
域
に
お
い
て
は
、
柏
崎
県
、
新
潟
県
、
相
川
県

な
ど
で
そ
れ
ぞ
れ
作
成
が
指
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
維
新
政
府
か
ら
地
租
改
正
条
例
が

布
達
さ
れ
た
明
治
六
年
七
月
段
階
で
は
、
柏
崎
県
を
合
併
し
た
新
潟
県
、
相
川
県
、

そ
し
て
福
島
県
の
東
蒲
原
郡
域
に
分
か
れ
て
い
た
が
、
地
租
改
正
地
引
絵
図
（
地
租

改
正
絵
図
と
す
る
）
の
作
成
を
と
も
な
う
地
租
改
正
事
業
が
現
在
の
新
潟
県
域
で
本

格
化
し
た
の
は
、
柏
崎
県
を
合
併
し
た
新
潟
県
で
は
明
治
七
年
三
月
か
ら
、
相
川
県

は
明
治
八
年
九
月
か
ら
と
さ
れ
て
い
る
。

　
明
治
七
年
と
い
え
ば
、
内
務
省
に
よ
っ
て
地
籍
編
成
の
布
達
が
出
さ
れ
、
こ
こ
か

ら
地
籍
編
成
地
籍
地
図
（
地
籍
地
図
）
が
作
成
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
明
治

十
八
年
か
ら
同
二
十
二
年
に
か
け
て
の
地
押
調
査
事
業
に
よ
っ
て
、
地
押
調
査
更
正

地
図
（
更
正
地
図
）
の
作
成
も
行
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
明
治
時
代
の
地
籍
図
4
種

類
は
、
現
在
の
新
潟
県
域
に
お
い
て
は
い
ず
れ
も
旧
県
の
廃
止
・
合
併
や
一
部
郡
域

の
移
管
と
並
行
な
い
し
連
動
し
な
が
ら
、
作
成
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
な
る
。

は
じ
め
に

　
新
潟
県
は
本
州
側
の
旧
越
後
国
と
佐
渡
島
の
旧
佐
渡
国
か
ら
な
る
が
、
現
在
の
県

域
に
な
っ
た
の
は
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
四
月
に
相
川
県
（
慶
応
四
年
〔
一
八
六
八
〕

に
設
置
さ
れ
た
佐
渡
県
を
明
治
四
年
に
改
称
）
が
廃
止
さ
れ
て
旧
新
潟
県
に
合
併
し
、

さ
ら
に
明
治
十
九
年
に
福
島
県
か
ら
東
蒲
原
郡
が
旧
新
潟
県
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
に

よ
る
。

　
明
治
九
年
以
前
の
東
蒲
原
郡
を
除
く
旧
新
潟
県
（
本
州
側
）
に
つ
い
て
も
、
慶
応

四
年
か
ら
数
次
に
わ
た
る
県
域
の
変
動
が
あ
る
。
明
治
四
年
段
階
で
は
、
下
越
の
蒲

原
・
岩
船
2
郡
か
ら
な
る
当
時
の
新
潟
県
と
、
上
・
中
越
の
頸
城
・
刈
羽
・
魚
沼
・

三
島
・
古
志
5
郡
か
ら
な
る
柏
崎
県
と
に
、
概
ね
二
分
さ
れ
て
い
た
が
、
明
治
六
年

六
月
に
柏
崎
県
が
廃
止
と
な
り
新
潟
県
に
合
併
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
県
域
の
変
化
と
並
行
・
連
動
し
て
、
明
治
五
年
九
月
に
は
大
区
小
区

制
が
施
行
さ
れ
て
い
る
が
、
翌
六
年
七
月
と
九
月
、
同
九
年
に
大
区
小
区
の
再
編
が

行
わ
れ
、
明
治
十
二
年
十
月
に
な
る
と
大
区
小
区
制
を
廃
し
て
町
村
制
が
復
活
し
て

い
る
。

　
さ
て
明
治
時
代
に
は
、
そ
う
し
た
地
方
行
政
組
織
の
改
革
が
進
む
な
か
で
、
壬
申

新
潟
県
の
明
治
初
期
地
籍
図
　北
蒲
原
郡
の
地
租
改
正
地
引
絵
図
を
中
心
に
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現
在
の
新
潟
県
内
で
は
、
明
治
二
十
年
代
以
降
の
更
正
地
図
か
ら
な
る
地
籍
図

（
一
村
全
図
と
字
限
図
）
が
法
務
局
や
市
役
所
・
町
村
役
場
な
ど
で
慣
習
的
に
保
存

さ
れ
て
い
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
し
た
が
っ
て
、
こ
こ
で
は
明
治
初
期
の
地
籍
図
に
焦

点
を
し
ぼ
る
本
共
同
研
究
の
方
針
に
も
と
づ
き
、
現
在
の
新
潟
県
域
の
う
ち
明
治
四

年
か
ら
九
年
ま
で
の
旧
新
潟
県
に
関
す
る
地
租
改
正
絵
図
、
と
り
わ
け
新
潟
県
立
文

書
館
に
郡
単
位
で
ま
と
ま
っ
て
所
蔵
さ
れ
る
資
料
を
中
心
に
、
そ
の
特
徴
を
紹
介
す

る
こ
と
に
し
た
い
。

　
な
お
、
明
治
九
年
に
新
潟
県
へ
合
併
さ
れ
る
相
川
県
す
な
わ
ち
佐
渡
の
地
籍
図
に

つ
い
て
は
、
田
中
聡
氏
と
堀
健
彦
氏
の
論
考
を
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

❶
壬
申
地
券
の
発
行
と
調
査

　
ま
ず
地
租
改
正
の
前
提
と
し
て
、
壬
申
地
券
の
発
行
と
そ
れ
に
か
か
わ
る
地
引

帳
・
地
引
絵
図
す
な
わ
ち
壬
申
絵
図
の
作
成
に
つ
い
て
、『
新
潟
県
史
』
通
史
編
6

近
代
一
〔
一
九
八
七
年
〕
の
叙
述
を
参
考
に
し
な
が
ら
、『
新
潟
県
史
』
資
料
編
近
代

所
収
史
料
以
外
に
今
回
の
共
同
研
究
で
気
づ
い
た
資
料
を
含
め
て
略
述
し
て
お
く
。

　
明
治
五
年
の
七
月
と
八
月
、
柏
崎
県
と
新
潟
県
が
そ
れ
ぞ
れ
壬
申
地
券
の
交
付
伝

達
と
調
査
を
命
じ
て
い
る
。
同
年
十
月
の
地
券
発
行
期
限
に
対
し
、
柏
崎
県
の
栃
ヶ

原
村
（
現
在
の
柏
崎
市
内
）
で
は
、
県
か
ら
指
示
さ
れ
た
地
券
調
査
期
限
を
厳
守
す

る
旨
を
記
す
地
券
請
書
を
提
出
し
、
ま
た
村
内
の
字
ご
と
に
所
有
者
一
人
別
の
田
地

の
枚
数
と
面
積
の
合
計
を
記
す
地
券
田
地
改
下
帳
も
同
年
に
作
成
し
て
い
る
が
（
い

ず
れ
も
税
務
大
学
校
所
蔵
租
税
史
料
）、
柏
崎
県
で
は
地
券
の
発
行
は
お
ろ
か
、
一

筆
ご
と
の
丈
量
に
よ
る
地
引
帳
と
地
引
絵
図
の
作
成
も
お
ぼ
つ
か
な
か
っ
た
。
一
方

の
新
潟
県
で
は
、
地
引
帳
と
地
引
絵
図
の
作
成
が
優
先
的
に
進
め
ら
れ
た
が
、
明
治

六
年
六
月
の
段
階
で
地
券
の
発
行
に
い
た
っ
た
の
は
、
ご
く
わ
ず
か
な
村
々
に
す
ぎ

な
か
っ
た
。

　
明
治
六
年
六
月
に
柏
崎
県
を
廃
止
し
て
新
潟
県
に
合
併
し
た
の
ち
も
、
壬
申
地
券

発
行
の
た
め
の
作
業
は
つ
づ
く
。
し
か
し
、
旧
柏
崎
県
と
旧
新
潟
県
と
で
作
業
の
進

捗
状
況
が
大
き
く
異
な
り
、
新
潟
県
は
同
年
九
月
に
旧
柏
崎
県
管
轄
地
域
に
対
し
て

地
券
の
再
調
査
と
地
引
帳
・
地
引
絵
図
の
作
成
を
命
じ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

　
新
潟
県
の
指
示
を
う
け
て
同
年
十
月
二
日
に
は
、
約
四
ヶ
月
前
ま
で
旧
柏
崎
県
に

属
し
て
い
た
太
郎
丸
村
と
法
末
村
（
現
在
の
新
潟
県
長
岡
市
内
）
の
用
掛
か
ら
新
潟

県
出
役
に
宛
て
て
、
そ
れ
ぞ
れ
伺
い
が
出
さ
れ
て
い
る
（
い
ず
れ
も
新
潟
県
立
図
書

館
所
蔵
文
書
）。
太
郎
丸
村
の
伺
い
は
地
券
帳
雛
形
の
件
に
つ
い
て
、
法
末
村
の
そ

れ
は
地
引
帳
絵
図
番
号
付
け
の
件
な
ど
に
つ
い
て
で
あ
る
。
新
潟
県
の
指
示
に
も
と

づ
い
て
、
旧
柏
崎
県
の
村
々
で
壬
申
地
券
の
発
行
と
地
引
帳
・
地
引
絵
図
の
作
成
が

進
め
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
し
か
し
翌
七
年
三
月
に
な
る
と
、
新
潟
県
が

前
年
七
月
に
政
府
か
ら
布
達
さ
れ
た
地
租
改
正
条
例
を
県
下
へ
伝
達
し
、
四
月
に
は

旧
柏
崎
県
管
轄
地
域
に
対
し
て
、
地
租
改
正
調
査
に
沿
う
地
引
絵
図
と
地
引
帳
の
作

成
が
命
じ
ら
れ
た
。
同
年
末
ま
で
に
は
地
引
帳
と
地
引
絵
図
が
ほ
ぼ
整
っ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
旧
柏
崎
県
管
下
は
も
と
よ
り
、
旧
新
潟
県
管
下
に
つ
い
て
も
、
明
治
五
年

か
ら
七
年
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
壬
申
絵
図
は
ほ
と
ん
ど
伝
来
し
て
い
な
い
。

❷
地
租
改
正
絵
図

　
明
治
七
年
三
月
、
前
述
の
よ
う
に
新
潟
県
は
地
租
改
正
条
例
の
布
達
を
伝
え
、
こ

の
の
ち
県
下
で
は
旧
柏
崎
県
・
旧
新
潟
県
・
第
1
大
区
新
潟
町
（
新
潟
区
）
の
括
り

で
地
租
改
正
事
業
が
進
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
明
治
九
年
に
新
潟
県
と
合
併
す

る
こ
と
に
な
る
相
川
県
で
は
明
治
八
年
九
月
か
ら
本
格
化
し
た
と
さ
れ
る
。

　
明
治
七
年
四
月
二
十
八
日
に
は
地
租
改
正
調
惣
代
・
同
用
掛
設
置
が
旧
柏
崎
県
管

轄
地
域
に
、
同
月
二
十
二
日
に
は
旧
新
潟
県
管
轄
地
域
に
地
租
改
正
調
用
掛
・
同
惣

代
設
置
の
布
達
が
県
か
ら
な
さ
れ
、
地
租
改
正
作
業
の
体
制
づ
く
り
が
は
じ
ま
る
。

　
同
年
四
月
十
五
日
の
新
潟
県
管
轄
地
券
田
畑
屋
敷
野
取
帳
（
新
潟
大
学
附
属
図
書

館
所
蔵
文
書
）
は
、
壬
申
地
券
の
発
行
作
業
か
ら
地
租
改
正
作
業
へ
の
移
行
過
程
を

示
す
貴
重
な
史
料
だ
が
、
翌
八
年
に
な
る
と
新
潟
県
は
地
券
の
発
行
を
中
止
し
て
、

地
租
改
正
作
業
に
本
腰
を
入
れ
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
の
ち
明
治
八
年
か
ら
九
年
に
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か
け
て
、
旧
新
潟
県
管
轄
地
域
で
は
村
ご
と
に
実
地
丈
量
等
の
調
査
が
行
わ
れ
る
が
、

そ
の
成
果
を
う
け
て
、
明
治
九
年
前
後
に
は
多
数
の
地
租
改
正
絵
図
が
作
成
さ
れ
て

い
く
。

　
新
潟
県
立
文
書
館
に
は
、
旧
新
潟
県
管
下
に
含
ま
れ
る
下
越
地
方
の
旧
北
蒲
原
郡

域
に
関
す
る
明
治
期
の
地
引
絵
図
が
ま
と
ま
っ
て
収
蔵
さ
れ
て
い
る
。
新
潟
県
立
図

書
館
か
ら
移
管
さ
れ
た
も
の
で
、
第
二
二
大
区
小
一
区
～
小
八
区
の
二
五
〇
点
、
第

二
三
大
区
小
一
区
～
小
一
〇
区
の
一
三
三
点
、
第
二
四
大
区
小
一
区
～
小
七
区
お
よ

び
小
一
〇
区
の
二
一
五
点
、
そ
の
他
一
一
点
を
あ
わ
せ
て
、
合
計
六
〇
九
点
を
数
え

る
。
そ
の
他
一
一
点
を
除
く
す
べ
て
に
大
区
小
区
の
表
記
が
あ
り
、
年
紀
を
も
つ
事

例
で
は
明
治
九
年
が
多
い
こ
と
か
ら
、
五
九
〇
点
余
の
多
く
は
地
租
改
正
絵
図
で
あ

る
と
考
え
て
よ
い
。

　
現
在
の
新
潟
県
内
に
あ
っ
て
、
地
域
的
に
ま
と
ま
り
が
あ
り
、
か
つ
数
量
的
に
も

豊
富
な
明
治
期
の
地
租
改
正
絵
図
を
収
蔵
し
て
い
る
例
は
他
に
な
い
。
本
共
同
研
究

で
は
、
新
潟
県
立
文
書
館
の
ご
理
解
を
得
て
、
こ
れ
ら
の
地
租
改
正
絵
図
の
原
本
調

査
を
実
施
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。
し
か
し
諸
般
の
事
情
か
ら
、
悉
皆
調
査
は
断
念
せ

ざ
る
を
得
ず
、
ご
く
断
片
的
な
調
査
を
行
い
得
た
に
す
ぎ
な
い
。

　
こ
こ
で
は
第
二
二
大
区
小
三
区
に
属
し
て
隣
接
す
る
二
つ
の
村
の
地
引
絵
図
を
素

材
と
し
な
が
ら
、
明
治
九
年
前
後
の
地
租
改
正
絵
図
の
特
徴
を
列
記
し
よ
う
。

　
二
つ
の
地
引
絵
図
と
は
、
明
治
九
年
七
月
の
越
後
国
蒲
原
郡
十
二
神
村
地
引
絵
図

（
部
分
、
図
1
）と
年
紀
を
欠
く
越
後
国
蒲
原
郡
福
井
新
村
地
引
絵
図
で
あ
る
。
な
お
、

十
二
神
村
地
引
絵
図
に
は
袋
が
残
さ
れ
て
お
り
（
図
2
）、
明
治
十
二
年
の
付
箋
が

貼
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
年
に
第
二
二
大
区
で
激
化
し
た
地
租
改
正
反
対
運
動
に

関
連
す
る
可
能
性
が
あ
る
。

　
さ
て
、
二
つ
の
絵
図
は
、
十
二
神
村
絵
図
の
縮
尺
が
百
間
五
寸
、
福
井
新
村
絵
図

の
そ
れ
が
二
百
間
五
寸
で
、
隣
接
す
る
村
で
あ
り
な
が
ら
相
違
し
て
お
り
、
村
ご
と

に
異
な
る
縮
尺
で
作
成
さ
れ
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
方
位
表
現
は
円
の
な
か
に
十

字
を
ひ
い
て
東
西
南
北
を
配
す
る
簡
易
な
も
の
が
多
い
（
図
3
）。

　
つ
ぎ
に
凡
例
か
ら
地
目
ご
と
の
配
色
を
み
て
み
よ
う
。
十
二
神
村
地
引
絵
図
の
凡

例
（
図
4
）
で
は
、

田
畑
宅
地
（
無
色
）、
道
（
朱
色
）、
江
筋
（
水
色
）、
江
丸
（
青
色
）、
社
境
内

橋
（
黄
色
）、
林
（
茶
色
）、
荒
地
（
こ
げ
茶
）、

の
七
種
が
あ
り
、
野
の
凡
例
も
付
け
足
す
よ
う
に
と
の
付
箋
が
貼
ら
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
福
井
新
村
地
引
絵
図
の
凡
例
（
図
5
）
で
は
、

道
（
朱
色
）、
田
畑
宅
地
（
無
色
）、
川
江
筋
（
水
色
）、
林
（
茶
色
）、
江
丸
（
青

色
）、
埋
葬
地
（
灰
色
）、
堤
敷
（
黒
）、

の
七
種
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
二
つ
の
絵
図
で
凡
例
の
順
番
は
異
な
る
が
、
田
畠
宅
地
・
道
・
江
筋
・
江
・
林
の

地
目
表
記
と
配
色
は
一
致
し
て
い
る
。
他
県
と
の
比
較
で
と
く
に
注
目
さ
れ
る
の
は
、

田
畑
宅
地
を
同
一
地
目
と
し
、
無
色
を
配
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
た
め
村
域

の
多
く
が
耕
地
に
よ
っ
て
占
め
ら
れ
る
場
合
、
絵
図
全
体
が
ほ
と
ん
ど
彩
色
さ
れ
な

い
こ
と
と
な
り
、
一
見
す
る
と
絵
図
と
し
て
は
淡
泊
な
印
象
を
与
え
る
。

　
そ
の
耕
地
に
お
け
る
記
載
内
容
を
み
る
と
、
十
二
神
村
絵
図
は
一
筆
ご
と
に
地
番

が
記
さ
れ
、
さ
ら
に
◇
な
ど
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
（
図
6
）。
福
井
新
村
村
地

引
絵
図
で
も
同
じ
く
一
筆
ご
と
に
地
番
を
書
き
、
○
や
×
、
△
、
●
、
■
、
▲
な
ど

十
一
種
類
の
朱
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
（
図
7
）。
こ
れ
ら
の
朱
印
は
字
名
を
書
き
込

む
か
わ
り
に
捺
さ
れ
て
い
る
も
の
で
、
凡
例
の
な
か
に
字
名
と
そ
の
マ
ー
ク
が
表
記

さ
れ
て
い
る
（
図
8
）。

　
た
だ
し
、
こ
の
字
界
や
字
名
が
当
時
の
村
内
に
お
け
る
字
の
す
べ
て
で
あ
っ
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
あ
ま
り
に
数
が
少
な
い
か
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
耕
地
の
描
写
で

は
、
同
一
地
番
の
耕
地
区
画
に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
細
か
い
区
画
を
朱
色
の
点
線
で

記
し
て
あ
る
場
合
が
あ
り
、
そ
の
区
画
ご
と
に
朱
筆
で
甲
・
乙
・
丙
・
丁
…
と
書
い

て
地
番
の
下
位
に
序
列
を
与
え
て
い
る
（
図
6
）。

　
隣
村
と
の
境
界
に
は
、
そ
の
村
名
を
書
い
て
い
る
が
、
隣
村
の
代
表
者
に
よ
る
署

判
な
ど
は
な
い
。
絵
図
の
表
面
に
署
判
し
て
い
る
の
は
、
戸
長
・
地
租
改
正
用
掛
・
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百
姓
惣
代
そ
し
て
副
大
区
長
の
四
名
で
（
図
9
・
10
）、
紙
の
継
目
裏
に
は
百
姓
惣

代
が
印
判
を
据
え
て
い
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
二
つ
の
地
引
絵
図
か
ら
抽
出
さ
れ
る
特
徴
は
、
同
じ
く
新
潟
県
立

文
書
館
に
所
蔵
さ
れ
る
同
時
期
の
地
引
絵
図
五
九
〇
点
余
を
一
瞥
し
た
か
ぎ
り
、
ほ

ぼ
全
体
に
共
通
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
明
治
九
年
の
作
成
な
い
し
ほ
ぼ
同
時
期
の

作
成
と
考
え
ら
れ
る
旧
新
潟
県
北
蒲
原
郡
域
の
地
租
改
正
絵
図
は
、
と
り
わ
け
地
目

の
分
類
と
そ
の
表
現
に
お
い
て
、
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
情
報
し
か
示
し
て
お
ら
ず
、

近
世
末
期
の
検
地
帳
や
そ
れ
に
関
係
す
る
絵
図
な
ど
か
ら
の
直
接
的
な
影
響
を
読
み

と
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
背
景
に
は
、
先
行
す
る
壬
申
地
券
の
発
行
作
業
が
遅

延
し
て
い
た
状
況
の
延
長
線
上
に
、
明
治
七
年
以
降
、
と
り
わ
け
翌
八
年
か
ら
新
た

に
丈
量
作
業
を
行
っ
て
地
租
改
正
絵
図
の
作
成
を
急
い
だ
結
果
と
推
測
さ
れ
る
。
大

区
ご
と
、
あ
る
い
は
小
区
ご
と
の
個
性
が
絵
図
に
表
出
し
な
い
か
わ
り
に
、
ほ
ぼ
均

質
だ
が
他
県
と
比
べ
て
情
報
の
き
わ
め
て
限
定
さ
れ
た
地
引
絵
図
と
い
う
こ
と
が
で

き
よ
う
。

お
わ
り
に

　
新
潟
県
下
で
明
治
九
年
前
後
の
地
租
改
正
絵
図
が
ま
と
ま
っ
て
残
る
地
域
は
、
現

在
の
胎
内
市
・
新
発
田
市
・
阿
賀
野
市
・
阿
賀
町
な
ど
か
つ
て
の
北
蒲
原
郡
の
ほ
ぼ

全
域
に
お
よ
ぶ
が
、
こ
の
フ
ィ
ー
ル
ド
は
中
世
の
奥
山
荘
・
加
地
荘
・
白
河
荘
と

い
っ
た
中
世
武
家
文
書
の
豊
富
に
伝
来
す
る
荘
園
故
地
と
し
て
学
界
に
よ
く
知
ら
れ

て
い
る
。

　
と
く
に
奥
山
荘
で
は
近
年
、
鎌
倉
時
代
の
地
頭
と
し
て
入
部
し
た
和
田
氏
の
館
跡

が
あ
い
つ
い
で
発
掘
さ
れ
て
い
る
が
、
荘
域
の
北
部
を
占
め
る
北
条
の
領
主
と
し
て

展
開
し
た
、
和
田
氏
庶
流
黒
川
氏
の
戦
国
時
代
に
お
け
る
館
址
遺
跡
の
発
掘
成
果
は
、

新
潟
県
立
文
書
館
に
収
蔵
さ
れ
る
蒲
原
郡
館
村
地
租
改
正
絵
図
の
館
跡
を
推
測
さ
せ

る
地
割
り
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
こ
と
で
注
目
を
集
め
た
（
発
掘
調
査
報
告
書
に
も
地
租

改
正
絵
図
の
写
真
が
掲
載
）。

　
明
治
初
期
の
北
蒲
原
郡
に
関
す
る
地
租
改
正
絵
図
の
ま
と
ま
っ
た
伝
来
は
、
当
該

期
の
同
時
代
史
料
で
あ
る
の
み
な
ら
ず
、
そ
う
し
た
中
世
の
地
域
史
研
究
に
も
大
き

な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
り
、
保
存
と
の
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
今
後
の
活
用
が

期
待
さ
れ
る
。

［
付
記
］

　
新
潟
県
立
文
書
館
所
蔵
の
地
引
絵
図
調
査
に
あ
た
っ
て
は
、
同
館
副
館
長
本
井
晴
信
氏

に
ご
高
配
を
賜
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
関
連
情
報
の
ご
教
示
や
資
料
の
提
供
を
い
た
だ
い
た
。

こ
こ
に
記
し
て
深
謝
申
し
上
げ
る
。
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（
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日
受
付
、
二
〇
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〇
年
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一
月
三
〇
日
審
査
終
了
）
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